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海
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ン
テ
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」
の
陸
上
輸
送
に
お
け
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安
全
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保
に
関
す
る
質
問
主
意
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出 

者 
 

 

寺  
 

前 
 
 

巖

一 

 



 

日
本
に
お
け
る
国
際
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
（
通
称
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
）
に
よ
る
貿
易
は
、
一
九
六
七
年
九
月
に
日
本
と
ア
メ 

 

リ
カ
間
に
始
ま
っ
て
以
来
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
る
。
運
輸
省
の
資
料
に
お
い
て
も
、
「
貿
易
に
お
け
る
港
湾
取
り
扱
い
貨
物 

 

量
」
の
コ
ン
テ
ナ
比
率
は
、
一
九
七
〇
年
当
時
、
輸
出
で
六
・
五
％
、
輸
入
で
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
六
年
、
輸
出

で
四
一
・
〇
％
、
輸
入
で
九
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
輸
送
は
日
本
の
貿
易
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て 

 
 

い
る
。 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
は
「
通
い
箱
」
と
し
て
、
荷
主
が
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
内
に
荷
物
を
積
ん
で
か
ら
、
荷
物
の
受
取
人
が

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
け
る
ま
で
、
運
送
事
業
者
及
び
運
転
者
は
、
海
上
・
陸
上
に
か
か
わ
ら
ず
コ
ン
テ
ナ
の
扉
を
開
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
陸
上
輸
送
中
に
積
み
荷
の
片
荷
に
よ
る
横
転
事
故
や
危
険
物
に
よ
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い 

 
 

貿
易
量
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
近
年
、
こ
の
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
輸
送
中
の
事
故
が
増
え
て
い
る
。
警
察
庁
の
パ

ネ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
と
コ
ン
テ
ナ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
事
故
統
計
（
死
亡
事
故
と
負
傷
事
故
）
に
よ
る
と
、
一
九
九
三
年
・
一
七
六
〇

件
、
九
四
年
・
一
九
一
四
件
、
九
五
年
・
二
〇
四
六
件
、
九
六
年
・
二
〇
七
〇
件
、
九
七
年
・
二
一
七
七
件
と
年
々
増
え
て
い

る
。 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
輸
送
に
お
け
る
安
全
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

欧
米
諸
国
で
は
、
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
輸
送
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
内
に
積
載
さ 

 
 

れ
た
積
み
荷
の
情
報
公
開
（
危
険
有
害
物
の
積
載
証
明
・
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
重
量
証
明
）
と
、
そ
の
安
全
証
明
（
コ
ン
テ
ナ
内

貨
物
の
安
全
な
積
み
付
け
証
明
）
を
、
荷
主
に
義
務
付
け
つ
つ
あ
る
。
米
国
で
は
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
安
全
運
送
法
が
一
九
九
二

年
に
制
定
さ
れ
、
積
み
荷
情
報
の
証
明
は
荷
主
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機
関
）
と
Ｅ

Ｃ
が
各
国
間
の
国
内
法
を
調
整
し
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ナ
内
貨
物
の
安
全
な
積
み
付
け
証
明
を
行
う
機
関
を
設
置
し
て
い
る
。
日

本
は
、
こ
の
点
で
の
不
徹
底
さ
を
多
分
に
残
し
て
お
り
、
運
転
者
へ
の
積
み
荷
の
情
報
公
開
と
安
全
証
明
を
荷
主
に
義
務
付
け

る
対
策
な
ど
、
政
府
の
責
任
に
よ
る
抜
本
的
な
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

る
。 

一 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
内
貨
物
の
安
全
な
積
み
付
け
を
保
障
す
る
措
置
に
つ
い
て 

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

片
荷
に
よ
る
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
横
転
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
中
で
、
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
に
お
け
る
安
全
輸 

 

送
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
検
討
と
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
陸
上
輸
送
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
荷
主
及
び
荷
物
を
積
み
付
け
た
者
な
ど
に
対
し
、
コ
ン
テ
ナ
内
の
貨
物
の
積
み
付
け
に
責
任
を
負
う
な
ど
法
的
措 

四 

 



 

二 
危
険
有
害
物
（
化
学
物
質
）
の
輸
送
に
つ
い
て 

2 

現
行
の
消
防
法
は
、
危
険
物
の
情
報
把
握
と
車
両
へ
の
危
険
標
識
の
掲
示
責
任
は
「
危
険
物
の
移
送
を
す
る
者
」 

 

（
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
輸
送
に
際
し
て
は
、
運
転
者
・
貨
物
運
送
事
業
者
に
あ
た
る
）
と
し
、
荷
主
か
ら
の
情
報 

 
 

提
供
義
務
を
不
問
に
し
て
い
る
。
荷
主
に
対
す
る
法
的
な
情
報
提
供
義
務
が
な
い
た
め
、
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
運
転
者
へ 

 

の
危
険
物
輸
送
の
情
報
開
示
が
進
ま
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
荷
主
に
対
す
る
情
報
提
供
の
義
務
化
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。 

1 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
輸
送
が
始
ま
っ
て
三
〇
年
。
陸
上
輸
送
に
際
し
、
運
転
者
は
コ
ン
テ
ナ
内
貨
物
の
正
確
な
情
報
を

一
貫
し
て
求
め
て
き
た
。
特
に
危
険
有
害
物
の
輸
送
に
際
し
て
、
そ
の
持
つ
意
味
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
政
府
及
び

業
界
は
、
「
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー
タ
ー
シ
ー
ト
」
の
徹
底
や
、
日
本
化
学
工
業
協
会
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る 

 

「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」
の
奨
励
な
ど
、
こ
の
間
様
々
な
措
置
を
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
徹
底
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た 

 
 

が
っ
て
海
上
で
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
「
危
険
有
害
物
の
積
載
証
明
」
を
荷
送
人
（
荷
主
）
の
責
任
で

発
行
す
る
よ
う
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

置
を
含
む
施
策
を
講
ず
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

4 

欧
米
諸
国
で
は
、
増
大
す
る
危
険
物
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
対
応
し
、
一
九
八
〇
年
代
半
頃
か
ら
危
険
物
コ
ン
テ
ナ
運
送 

の
Ｉ
Ｍ
Ｄ
Ｇ
コ
ー
ド
（
危
険
物
海
上
輸
送
の
際
の
、
容
器
・
包
装
・
標
札
・
積
載
方
法
等
を
規
定
し
た
も
の
）
へ
の
適
合

性
の
適
否
を
検
査
す
る
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
政
府
及
び
公
共
機
関
は
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
検
査
制
度

は
、
輸
入
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
荷
の
安
全
性
を
水
際
で
確
保
し
そ
の
権
限
は
内
陸
部
に
も
及
ぶ
と
い
う
点
で
、
陸
上
輸
送
の

安
全
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。 

3 

コ
ン
テ
ナ
の
外
面
表
示
に
つ
い
て
、
現
行
の
消
防
法
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
危
」
や
「
毒
」
の
標

識
の
掲
示
を
求
め
て
い
る
。
最
近
の
事
故
事
例
に
よ
る
と
、
運
転
者
に
危
険
有
害
物
に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い

て
も
、
運
転
者
自
身
が
負
傷
し
、
「
危
」
「
毒
」
の
外
面
標
識
だ
け
で
内
容
物
が
わ
か
ら
ず
、
せ
っ
か
く
の
情
報
提
供
も 

 
 

い
か
さ
れ
ず
対
処
が
遅
れ
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。
荷
主
の
責
任
で
、
コ
ン
テ
ナ
の
外
面
へ
の
危
険
有
害
物
の
品
名
と
数

量
、
事
故
の
際
の
対
処
方
法
を
表
示
す
る
標
識
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

運
輸
省
は
、
米
国
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
コ
ン
テ
ナ
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
政
府
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の 

 
 

か
。 

六 

 



 

三 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
に
対
す
る
「
重
量
証
明
」
の
義
務
化
に
つ
い
て 

5 

昨
年
八
月
、
静
岡
県
菊
川
町
の
東
名
高
速
下
り
線
で
、
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ク
ロ
ラ
イ
ド
を
積
ん
だ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
横

転
し
、
同
化
学
物
質
が
流
出
し
た
。
こ
の
物
質
は
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
反
応
を
起
こ
し
て
塩
化
水
素
を
発
生
す
る
も
の 

 
で
、
劇
毒
物
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
物
質
を
劇
毒
物
に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
陸
上
運
転
者
は
、
荷
主
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
内
の
荷
物
の
重
量
証
明
が
な
い
限
り
、
実
際
の
積
載
重

量
を
確
認
で
き
な
い
。
運
輸
省
は
、
今
年
四
月
よ
り
行
政
指
導
に
よ
っ
て
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
の
運
転
者
に
対
し
て
、
コ
ン 

ま
た
、
現
存
す
る
危
険
有
害
性
を
も
つ
物
質
で
規
制
対
象
物
に
な
っ
て
い
な
い
物
質
に
つ
い
て
は
、
す
み
や
か
に
法
的
整

備
を
行
い
、
同
様
の
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
日
々
生
ま
れ
て
い
る
新
し
い
物
質
に
つ
い

て
、
そ
の
危
険
有
害
性
の
把
握
な
ど
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
現
在
、
危
険
有
害
物
に
対
す

る
規
制
目
的
に
よ
っ
て
所
管
す
る
省
庁
は
、
労
働
省
、
厚
生
省
、
通
産
省
、
消
防
庁
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
政
府
に
お

い
て
危
険
有
害
物
を
総
合
的
に
対
処
す
る
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

さ
ら
に
、
今
日
、
化
学
物
質
の
活
用
が
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
る
。
少
な
く
と
も
諸
法
令
で
規
制
対
象
物
質
に
な
っ
て

い
る
危
険
有
害
物
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
物
質
に
つ
い
て
の
表
示
義
務
を
荷
主
に
課
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

七 

 



 

 

八 

テ
ナ
総
重
量
を
記
載
し
た
「
運
送
作
業
指
図
書
」
の
携
帯
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
「
運
送
作
業
指
図
書
」
へ
の
重
量
記
載
責

任
は
運
送
事
業
者
に
あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
海
上
輸
送
と
同
じ
よ
う
に
、
コ
ン
テ
ナ
総
重
量
の
通
知
責
任
を
荷
主
に
も
た

せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


